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はじめに
計画策定・見直しの趣旨１

　本計画は、まちづくりの最上位計画である「総合計画」の第６期計画（計画期間：令和3年度～12年度）
として、総合計画審議会をはじめ、多くの町民の参加により策定されたものです。
　計画策定から約５年が経過し、策定時からの社会経済情勢の変化などに対応するため、計画期間の中
間年である2025（令和７）年度に、まちづくり町民アンケートの実施や新たな総合計画審議会での審
議などを経て、基本計画などの必要な見直しを行いました。

　本計画は、まちの将来像などを示す「基本構想」、基本構想を実現するための施策を示す「基本計画」、
施策を具体的に進める事業を示す「実施計画」により構成されています。今回は、これらのうち、後期
５年分の基本計画を見直しています。
　なお、人口減少対策として、総合計画と一体的に策定した「第２期音更町まち・ひと・しごと創生総
合戦略」については、国の地方創生2.0の方針を踏まえて見直し、2026（令和8）年度を始期とする「第
3期音更町まち・ひと・しごと創生総合戦略」として策定しました。

　本計画が目指す将来像は長期的な目標であり、まちづくりを進める上での基本的な姿勢は変わらない
こと、また、基本計画の中から人口減少対策に関わりの深い施策を抽出した「第3期音更町まち・ひと・
しごと創生総合戦略」に基づき、引き続き人口減少対策などにも取り組んでいくことから、人口ビジョ
ンは変更しないこととします。

計画の構成と期間 

年度
和暦（令和） ３ 4 5 6 7 8 9 10 11 12
西暦 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030

        
10年間 

前期５年間 
第2期総合戦略

後期５年間 
第3期総合戦略

3年間

3年間

3年間

3年間分の計画を毎年度見直す 3年間分の計画を毎年度見直す 
実施計画

基本構想

基本計画
[重点施策]

※「まち」と「町」：音更町全体のことを指す場合は「まち」、音更町行政（町政）を指す場合は「町」と表記しています。

人口ビジョンについて3

計画の構成と期間2
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GPS自動操舵システムを活用した「小麦」の収穫風景
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人口ビジョン１
第６期総合計画期間における想定人口【期間終期2030（令和12）年：42,555人】
　想定人口を踏まえ、生活環境の整備や子育て支援、福祉の充実、地域産業の振興などを通じて、誰も
が安全・安心に暮らせるとともに子育ての希望がかなえられるまち、選ばれるまちの実現を目指し、「第
3期音更町まち・ひと・しごと創生総合戦略」と一体的に様々な施策に取り組むことで、人口減少、少子・
超高齢社会を見据えた、持続可能なまちづくりの推進に努めていきます。

基本構想

本町人口推計による人口推移（住民基本台帳人口）

2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年

出生率※ 1.520 1.520 1.589 1.658 1.726 1.795 1.864 1.933 2.001 2.070

自然増減数 － －485 －829 －1,133 －1,368 －1,614 －1,768 －1,820 －1,930 －1,998

（自然増） － 1,769 1,671 1,604 1,567 1,545 1,463 1,424 1,390 1,361

（自然減） － －2,254 －2,500 －2,737 －2,935 －3,159 －3,232 －3,244 －3,320 －3,359

社会増減数 － －787 173 207 335 445 311 300 286 273

総人口 45,410 44,138 43,482 42,555 41,523 40,354 38,897 37,377 35,732 34,007

0～14歳 6,690 5,973 5,417 5,192 4,987 4,859 4,715 4,567 4,406 4,301

15～64歳 27,038 25,250 24,402 22,882 21,416 19,419 17,858 16,787 16,091 14,993

65～74歳 5,871 6,164 5,541 5,498 5,809 6,320 6,320 5,336 4,433 4,360

75歳以上 5,811 6,750 8,121 8,982 9,310 9,756 10,004 10,687 10,802 10,354

※出生率：合計特殊出生率
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まちの将来像2
　2020（令和２）年に開町120年を迎えた音更町は、先人たちが苦難の末に切り拓いてきた大地で、
開拓の礎である農業を中心に、商業・工業・観光の振興と生活基盤の整備を進めるとともに、町民福祉
や教育・文化の充実を図り、豊かな自然と快適な都市空間が調和した「住みよいまち」へと発展し続け
てきました。
　「住みよいまち」とは、買い物や医療・交通など、毎日の生活に不自由がないという経済的利便性に
基づく暮らしの豊かさだけではなく、健やかで安全・安心な暮らし、地域における人と人との日常的な
つながりや支え合いを通して、そこに暮らす人々の心も豊かになるまちのことです。
　人口減少・少子高齢化が進む中、グローバル化の進展や情報通信技術の進歩に加え、気候変動や新た
な感染症の影響など、現代社会は将来を予測することが極めて困難な時代を迎えています。
　こうした変化に対応しながら、将来にわたって持続できるまちづくりを行うために求められているの
は、目指すべき「まち」の姿を描き、その実現に向けて取り組んでいくことです。
　音更町民も、町民以外の人たちも、「暮らし」、「学び」、「働き」、あるいは「訪れる」ことを望み、「住
み続けたい」、「住んでみたい」と感じてもらえる、誰にとっても「住みよい」、「選ばれるまち」をみん
なで創り、未来へつないでいくことを目指して、この計画におけるまちの将来像を次のように定めます。

みんなが住みよい
　選ばれるまち おとふけ
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基本目標3
ʲࡁܦɾۀ࢈ʳ

（１） 経済の好循環でつくる元気あふれるまち
　本町の基幹産業である農業は、先端技術を導入し、生産性の向上を図ります。また、他産業と連携し
て多様な地域資源を活用した商品・サービスを開発し新規作物を導入するとともに、２つの道の駅を活
用し、ブランド化、情報発信、販売チャネルを開拓するなど、新たな付加価値の創出に努めます。
　観光においては、モール温泉などの地域資源の活用や新たな観光資源の開発、広域連携の取組などに
より、多様な観光需要に応え、交流人口を拡大し、宿泊客の増加に取り組みます。
　農林業・商業・工業・観光などすべての産業領域で、それぞれの状況に応じた担い手、人材の育成・
確保のための各種支援を実施するとともに、企業誘致や起業支援を通じた経済活性化と雇用、にぎわい
の創出に取り組みます。労働力不足に対しては、急速に発展しているAI（人工知能）やIoT※など、未来
技術の活用を支援します。
　また、若者の転出を抑制し、UIJターン※の受け皿づくり、多様な働き方と良質な雇用に対するニーズに
応える就労形態・機会の創出誘導と勤労者の保護を行います。
　さらに地域の経済基盤の安定・充実のため、農畜産物の移出を強化しつつ、農林業、商業、工業、観
光などの様々な関係者が連携し、新たな付加価値を地域にもたらす産品・サービスの創出と効果的な情
報発信による地域経済の好循環を目指します。

※IoT：Internet of Thingsの略で、身の周りのあらゆるモノがインターネットにつながる仕組みのこと。
※�UIJターン：大都市圏の居住者が地方に移り住む動きの総称。Ｕターンは出身地に戻ること。Ｉターンは出身地以外の地方へ
移住すること。Ｊターンは出身地の近くの地方都市に移住すること。

ʲࣗવڥ؀ͱੜ׆ͷج൫ʳ
（２）都市と自然が共生する持続可能な住みたいまち
　本町の特徴である都市機能と自然環境のバランスの良さを生かした持続可能なまちとするため、各種
対策の整備で環境を保全していくと同時に、再生可能エネルギーなどの先端技術の導入で地域資源の有
効活用を促進していきます。
　都市空間については、限られた財源の中で生活と産業の基盤の効果的で効率的な整備を継続し、公共
交通や道路環境などの整備により生活の利便性を向上させ、空き家対策と遊休施設や公園などの有効活
用、景観整備などに取り組み、ごみのポイ捨てや不法投棄のない美しく住み良い、安全性の高い誰もが
住みたいと感じるまちづくりを目指します。2017（平成29）年度から取り組んでいる国道241号音更
大通の事故対策及び無電柱化をさらに進め、安全と都市景観の改善に努めるほか、高速道路ネットワー
ク※とのアクセス強化を図るため、スマートインターチェンジ※の設置に向けた取組を進めます。
　また、近年の自然災害や新たな感染症などの発生状況を踏まえ、様々なリスクに対応可能なまちづく
りをハード（建物、施設、構築物など）・ソフト（人のつながりや意識、情報など）両面から計画的に行っ
ていきます。

※�高速道路ネットワーク：高速自動車国道（北海道縦貫自動車道及び北海道横断自動車道）及び一般国道自動車専用道路（帯
広広尾自動車道ほか４路線）からなる道路網。
※�スマートインターチェンジ：高速道路の本線やサービスエリアなどから乗り降りができるように設置される、ETC（自動料
金収受システム）専用インターチェンジ。
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ʲڭҭɾֶशɾจԽʳ
（３） 生きる力、支える力を育むまち
　誰一人取り残さない教育・学習・文化活動を総合的に展開します。ライフデザイン力※を身に付け（教
育）、社会の変化に対応するため生涯にわたって学び（学習）、幅広く文化・芸術・スポーツに親しむ豊
かな心（文化）を育む環境を整備し、誰もが生涯にわたって健康で、充実した人生を送れるよう成長を
支えます。そのために、これまで同様、確かな学力、健やかな体、豊かな心を根本に、必要な時代のニー
ズに応える教育の情報化などを進めるとともに、就学前教育の機会をすべての子どもたちに提供する教
育体制の構築に取り組みます。
　また、ふるさと音更を学び、本町を通じて食や社会を学ぶ教育を推進することで、子どもたちのふる
さと意識を醸成し、地域の未来を担う人材を育てます。
　高齢者と若者、子どもなど多様な世代の触れ合いの場づくりや企業人・社会人の教育への参画など地
域ぐるみで人の成長を育む環境を整備し、人を呼び込む魅力を持った教育に全町的に取り組みます。

※�ライフデザイン力：自分の未来を設計・構想し、実現していく力。

ʲ݈߁ɾ෱ࢱͱࢠҭͯʳ
（４）健やかで心ふれあう、やさしさに満ちたまち
　すべての町民が心身ともに健やかに過ごせるまちを目指して、出産・育児に希望の持てる子育て環境
の整備や支援の充実、町内における医療機能の充実、健康増進に向けた取組（健康無関心層の行動変容、
病気の予防や体力づくり、健診・検診の充実など）などを展開します。健康寿命を延ばすことで、誰か
に支えられる立場から、誰かを支える立場になる人を増やします。
　健康や経済のリスクについての個々の学びを支援するとともに、コミュニティによる社会的弱者の見
守りや生活支援、生活困窮者に対する総合的なセーフティネットの整備、高齢者や障がい者、社会的少
数者であっても誰もが生き生きと活躍でき、住み慣れた地域でいつまでも安心して暮らすことができる
多様性のある社会づくりに取り組みます。
　また、消費者の権利や利益を守り、被害を防止するため、情報発信や相談窓口の周知徹底に努めます。
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（５）みんなが参加できる協働のしくみでつくるまち
　人口、特に労働力人口が減少していく中で、誰もが幸せに暮らせるまちにするためには、すべての町
民ができる範囲でまちづくりに参加し、町民の主体的な取組がいろいろな場面で見られることが理想で
す。
　そのために、まちづくりへの関心と行動意欲を高める情報提供や参加の呼びかけを引き続き積極的に
行い、町民と町が課題や方向性を共有し、課題の解決やまちの発展に向けた協力体制を整えます。
　まちづくりの多様な主体を育てるため、町内会機能の充実や見直し、NPO※などの新たな組織の育成
や活動支援のほか、個々のまちづくりに対するアイデアや活動紹介、意見交換の場の創出など町民の意
思と行動を尊重し、それらを後押しする仕組みをつくっていきます。
　行政・財政の基盤は、長期的に厳しさを増していくと考えられますが、これまで以上に財政の健全性
に留意しつつ人材を確保し、一つ一つの施策の目的を明確にし、効率性や効果を考慮した行政運営を行
います。また、近隣市町村との広域連携によるまちづくりに取り組みます。

※�NPO：Non-Profit Organizationの略で、様々な分野（福祉、教育・文化、まちづくり、環境、国際協力など）で社会貢献
活動を行い、団体の構成員に対して、収益を分配することを目的としない団体の総称。
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土地利用の基本方針4
　人口減少や少子高齢化の長期的進行が見込まれる中、都市機能や居住機能を集積し、既存のインフラ
を活用するなど、コンパクトなまちづくりが求められています。
　快適な住環境を維持し、日常生活圏の利便性向上に努めるとともに、農地や森林の保全を図りながら、
自然と都市機能が調和した秩序ある土地利用を進めます。

（１）住居・生活に関する土地利用　
⃝人口減少や少子高齢化の進展を見据え、安全・安心で快適な暮らしを維持・向上するための土地利用
と基盤整備に努めます。
⃝市街地における未利用地については、持続可能なまちづくりの実現に向け、新たな土地利用を推進し
ます。

（２）商工業振興に関する土地利用
⃝商業地については、買物などの日常生活を支える場として、生活利便性の確保に努めます。
⃝工業用地については、地域経済の活性化と新たな雇用の確保に向け、新産業の創出や企業誘致の推進
に寄与する土地利用と基盤整備を進めます。

（３）農業生産に関する土地利用
⃝基幹産業の生産基盤として、優良な農地を確保・保全します。
⃝農業生産活動の場だけでなく、自然と調和した地域資源として、農村景観の保護や創出に努めます。

（４）観光・にぎわいの創出に関する土地利用
⃝十勝川温泉地域については、道の駅ガーデンスパ十勝川温泉を中心に、観光拠点としての機能向上を
図り、レクリエーション、レジャー空間としての魅力を高めていきます。
⃝道の駅おとふけを中心に農畜産物や食などの地域資源を活用し、町内外から人を呼び込み交流を促
す、拠点づくりに努めます。

（５）森林・緑地に関する土地利用
⃝自然と共生するまちづくりを進めていくため、緑豊かな自然環境を保全し、無秩序な土地利用を抑制
します。
⃝それぞれの地域に根ざす生態系を踏まえ、森林や河川などの環境を適切に保全します。
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総　合　計　画 総合戦略
（基本目標） 地域福祉章・基本目標 分　　野

第１章
経済の好循環でつくる
元気あふれるまち

１　農業［経営］ １ ○
２　農業［生産基盤や生産環境］
３　林業
４　商業 １
５　工業、企業誘致 １
６　観光 1
７　産業連携 1
８　勤労者の保護 １

第２章
都市と自然が共生する
持続可能な住みたいまち

１　環境保全 ４
２　景観
３　ごみ・し尿収集処理 ○
４　公共交通 ４ ○
５　情報通信
６　防災、消防 ４ ○
７　交通安全、防犯
８　道路 1・４
９　河川
10　公園、緑地 ○
11　火葬場、霊園、合同納骨塚
12　住宅、宅地 ２・３ ○
13　地籍調査
14　水道
15　下水道、排水処理

第３章
生きる力、支える力を
育むまち

１　幼児教育 ○
２　義務教育 ３
３　高校教育、高等教育 ２
４　青少年健全育成 ○
５　生涯学習 4
６　社会教育
７　スポーツ 4
８　芸術、文化 4

第４章
健やかで心ふれあう、
やさしさに満ちたまち

１　地域福祉 ４ ○
２　保健 ３・４ ○
３　医療 ４ ○
４　社会保障 3 ○
５　子ども福祉 ３ ○
６　高齢者福祉 ４ ○
７　障がい者福祉 ○
８　共生社会 ３ ○
９　消費者保護 ○

第５章
みんなが参加できる
協働のしくみでつくるまち

１　コミュニティ ４ ○
２　町民参加 ○
３　広報、広聴、情報公開 ２ ○
４　交流、移住・定住 ２・３ ○
５　行政運営
６　財政運営
７　広域行政 ４

※「総合戦略」欄の番号は、総合戦略の基本目標１～４に位置付ける施策を含む分野であることを示しています。
※「地域福祉」欄の○記号は、地域福祉計画に該当する分野であることを示しています。
※総合計画の分野とSDGsとの関係は、154～155ページ参照。
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